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この社会交渉の特徴として,年長者と年少者では,
マウンティングを行うのは年長者,グルーミングを開
始して総体的に長く行うのは年少者であった.マウン
ティングには,両者間の緊張を解消し,近接状態を安
定化させるという働きがあると言われている.また,
グルーミングには,親和的関係を維持するという働き
がある.年少者は年長者に対して,マウンティングと
グルーミングを行うことで,積極的に親和関係の形成
を試みている可能性が高いと考えられる.
本研究では,1頭または少数で移動する群れ外オス
の長期追跡は困難であり,わずかな観察時間しか得ら
れなかったが,この間にオスのグルーピング過程など
様々な興味深い行動を観察できたため,大きな成果を
あげることができた.
37嵐山のニホンザルにおける近接 ･相互行為からみ
た雌雄個体間関係と雄の生活史
花村俊吉 (京都大 ･理)
ニホンザルの群れにいるオスは,群れを構成する
多くの個体から離れている (周辺にいる)オスと,多
くの個体の近くにいる (中心にいる)オスとに分化し
て視軸される.このオスの空間的位置は移行し,オス
の生活史としての側面もある.しかし,その分化機構
や移行過程はよく分かっていない.本研究では,他個
体との相互行為の積み重ねとしてオスの空間的位置の
遊只が観察されると考え,嵐山のニホンザル餌づけ群
のオトナオス 9頭を対象に個体追跡を行い,他個体と
の相互行為.オスの空間的位置を調べた.その結果,
メスとの相互行為によって頻繁に逃避するオスが群れ
の周辺にいることが明らかになった.その際,メスの
悲鳴によってオスが第三者に攻撃されることがあり,
こういった状況をもたらし得るメスから逃避している
ことが示唆された.また,周辺にいるオスは,毛づく
ろいや長時間近接をするメスからは逃避せず,それら
のメスとの近接時には逃避頻度が低くなる傾向があり,
特定のメスとの近接によ?てオスの空間的位置の移行
が促される可能性が示唆された.したがって,オスの
空間的位置にはメスとの社会関係が輝く影響している
と考えられる.サル自身に群れという境界がどのよう
に捉えられているかにもよるが,メスとの社会関係が,
オスの空間的位置の移行,群れ-の移出入といった生
活史の変化に及ぼす影響をさらに検討する必要がある.
田谷一善,葛西秀美,黒田まは (東京農工大
･農 ･獣医生理),伊藤麻里子,清水慶子 (京
都大 ･霊長研)
①泌乳ニホンザルの卵巣機能抑制現象
子ザルを噴育中のニホンザルは,繁殖季節中に排
卵が抑制される.このような泌乳による卵巣機能抑制
の機構を内分泌学的に研究した結果,泌乳期全期間を
通して下垂体からの卵胞刺激ホルモン (FSH),黄体形
成ホルモン¢ft)の分泌が抑制され,その結果として,
卵巣からインヒビン,エストラジオール及びプロジェ
ステロン分泌が低下する事実を明らかにした.一方,
副腎皮質からのコルチゾール分泌量は増加しているこ
とから,子ザルの吸乳刺激により繁殖期間中にもかか
わらず視床下部･下垂体･副腎軸 (CRH-ACTHICortisol)
が活性化され視床下部 ･下垂体 ･卵巣軸が抑制された
結果であろうと推察された.
②ニホンザル胎盤からのレプチン分泌
レプチンは,主に白色脂肪細胞から分泌されるホ
ルモンとして知られているが,ヒトでは胎盤からも分
泌される.レプチンは,性成熟や妊娠維持との関連,
ステロイドホルモンとの相互作用など,生殖機能との
関連が深い.本研究では,ニホンザル胎盤組織中にお
けるレプチンの局在を免疫組織化学により検討した結
果,栄養膜合胞体層にレプチンの局在を認めた.以上
の結果から,ニホンザルでも妊娠中にレプチンが胎盤
から分泌されるものと推察された.
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